
安全衛生ニュース ２０２4．06          

衛生委員会 委員長 栁川 忠興 

                                         TEL 03-5657-6363  FAX 03-6374-7296 

「熱中症予防対策」 

今回のテーマは、「熱中症予防対策」です。 

気象庁の直近の３カ月予報（６月～８月）に 

よると、地球温暖化や春までのエルニーニョ 

現象等により、全体的に気温が高くなる見込 

みです。現場でのお仕事中、通勤や外出時、 

ご自宅で過ごす際にも十分ご留意下さい。 

➀ 熱中症とは 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 熱中症に関する注意事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 熱中症予防行動のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                           

熱中症とは、高温多湿な環境下で体内の

水分と塩分のバランスが崩れたり、体内

の調整機能が破綻するなどによって発症

する障害の総称です。次のような症状が

出た場合は、要注意です。 

✅ めまいや顔のほてり、失神、意識障害        

✅ 手足の運動障害、筋肉けいれん、体の

硬直   

✅ 倦怠感、吐き気               

✅ 大量の発汗、逆に全く汗がでない        

✅ 高体温、皮膚の異常   

✅ 熱中症による死亡者数は、真夏日の 

  ３０℃から増加。特に、３５℃以上 

  の猛暑日は要注意！！ 

✅ シニアの熱中症は、半数以上が自宅

で発生している。            

✅ シニアは、体内の水分が不足しがち 

✅ また、暑さに対する感覚機能や身体 

調整機能も低下しているので要注意                    

✅ 暑さを避けましょう！ 

・少しでも体調が悪くなったら、涼 

しい場所に移動 

・涼しい室内に入れないなら、外で 

も日陰へ 

✅ エアコンを上手に使用しましょう！ 

   ・エアコン使用中も、こまめに換気 

しましょう。 

  ・室内の熱中症死亡事故の約８割は 

エアコン使用せず 

✅ のどが渇いていなくても、こまめに

水分補給！ 

注）持病の関係で水分や塩分の制限

のある方は、かかりつけの医療機関 

にご相談下さい。 

✅ 日頃から体調管理をしましょう！ 

 



 

④ 熱中症の対処法 

万一、熱中症を発症したときの対処法などについて、ご案内します。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                                                                                   

 

 

 

 

 

 

 


